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資金不足比率 経営健全化基準
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(平成30年度決算における健全化判断比率等の状況について）

◎健全化判断比率（4指標）

※４指標のうち早期健全化基準を一つでも超えると、「財政健全化計画」を議会の議決を経て作成しな
ければならない。また更に財政状況が悪くなり財政再生基準を一つでも超えると「財政再生計画」を議
会の議決を経て作成し、実質的には国の管理下で財政再建を図ることとなる。

標準財政規模

早期健全化基準

財 政 再 生 基 準

1,858,335 千円

☆財政健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字がな
く、実質公債費比率については、起債を発行する際の許可団体となる基準の１８％を下回って
います。将来負担比率についても、充当可能財源が将来負担額を上回っており、現在のところ
財政は「健全」であると言えます。

☆資金不足比率についても、資金不足がないため、水道事業については「健全」であると言え
ます。

☆健全化判断比率に関する問い合わせ先
　　　　　　　　総務課財政係　0478-72-2111

☆資金不足比率に関する問い合わせ先
　　　　　　　　まちづくり課(水道)　0478-72-3322

◎資金不足比率

水道事業

※経営健全化基準を超えた場合は、「経営健全化計画」を議会の議決を経て作成しなければならない。

特別会計名


